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LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準

（案）に沿った作成手順 
現況地形のサーフェスや座標点などの３次元測量データを活用し、 
平面線形、縦横断の現況や計画を作成することができます。 

 
 

地形データを取り込む 
サーフェスを直接取り込むか、座標点を SIMA から取り込んでサーフェスを作成します。 

 
 

座標点を入力する 
平面線形の主要点や IP 点を入力します。 

 
 
  

STEP 
1 
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平面線形を入力する 
IP 法または要素法で平面線形を入力します。 
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縦断を入力する 
縦断地盤線を入力します。 

 
 
縦断線形を入力します。 
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片勾配・拡幅を設定する 
片勾配および拡幅の設定を行います。 
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横断を入力する 
横断情報を作成する横断面を設定します。 

 
 
横断地盤線を各横断面に一括で入力します。 
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横断計画を各横断面に一括で入力します。 

 
 
編集は１横断面ずつ行います。 
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サーフェスを作成する 
作成した横断計画を基にサーフェスを作成します。 
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J-LandXML の出力 
GrandBase では作成した３次元設計データを 
「LandXML1.2 に準じた３次元設計データ交換標準（案）」の形式で出力できます。 

 
 
J-LandXML に書きこまれるプロジェクト情報や座標系の情報は「現場情報編集」で設定します。 

 
 
作成したデータを J-LandXML として出力します。 

 
 
  

STEP 
2 



 GrandBase J-LandXML 作成手順  
 

10 
 
 

J-LandXML のバージョンや出力対象を選択し、ファイルを出力します。 
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J-LandXML の入力 
J-LandXML ファイルを取り込み、編集、再出力を行うことができます。 
 

 
 
新規現場の作成時、J-LandXML を初期データとして取り込んで現場を作成することができます。 
（現場の作成後でも J-LandXML ファイルを取り込むことが可能です。） 

 
 

 
  

ファイル指定 

STEP 
3 
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